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弥七田織部の焼かれた歴史

かに

かつて織部焼のブランド「弥七田織部」が焼かれた弥七
田古窯跡。
試掘調査で分かった窯跡の様子を、織部が焼かれた当時
の背景と合わせて紹介します。
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●
今
回
の
調
査
の
内
容
を
教
え
て
く
だ
さ
い

長
）
今
回
の
調
査
で
は
、
窯
本
体
の
場
所
、

構
造
な
ど
を
調
べ
ま
し
た
。

　

調
査
に
よ
り
弥
七
田
織
部
を
焼
い
た
窯
の

性
格
が
分
か
れ
ば
、
国
史
跡
の
指
定
に
近

づ
き
ま
す
。

●
弥
七
田
古
窯
は
ど
ん
な
窯
な
の
で
し
ょ
う

か
長
）
県
史
跡
・
大
萱
古
窯
跡
群
の
１
つ
で
、

17
世
紀
前
半
の
連
房
式
登
窯
と
考
え
ら

れ
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
弥
七
田
織
部
と
呼
ば
れ
る
織
部
の

ブ
ラ
ン
ド
品
を
焼
い
た
窯
と
し
て
も
知

ら
れ
て
い
ま
す
。

●
弥
七
田
織
部
と
は
、
ど
ん
な
焼
物
で
す
か

長
）
弥
七
田
古
窯
で
焼
か
れ
た
織
部
の
特
別

な
名
称
で
す
。
絵
筆
の
運
び
や
緑
釉
の
た

ら
し
か
け
に
大
き
な
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
精
巧
で
薄
作
り
の
器
体
に
、
赤
や

茶
の
色
彩
を
効
果
的
に
用
い
て
文
様
を

描
い
て
い
ま
す
。

●
弥
七
田
織
部
は
誰
が
使
っ
て
い
た
の
で

し
ょ
う
か

長
）
武
士
階
級
よ
り
も
一
部
の
商
人
層
に
好

ま
れ
、
愛
蔵
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

全
国
で
も
城
館
跡
で
は
ほ
と
ん
ど
出
土
せ

ず
、京
都
な
ど
一
部
に
限
ら
れ
て
い
ま
す
。

●
調
査
で
ど
ん
な
も
の
が
見
つ
か
り
ま
し
た

か
長
）
連
房
式
登
窯
の
窯
本
体
を
２
基
（
１
号
、

２
号
）
確
認
し
ま
し
た
。

　

共
同
窯
（
一
族
や
同
業
者
な
ど
が
共
同
で

管
理
す
る
窯
）
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。

●
２
つ
の
窯
を
併
用
し
て
い
た
と
い
う
こ
と

で
し
ょ
う
か

長
）
い
い
え
。
最
初
は
１
号
窯
が
使
わ
れ
て

い
て
、１
号
窯
が
使
わ
れ
な
く
な
っ
た
後
、

２
号
窯
を
造
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

同
じ
場
所
に
、
す
ぐ
に
新
し
い
窯
を
造
り

　

今
回
の
調
査
に
つ
い
て
、

　

担
当
し
た
学
芸
員
に
聞
い
て
み
ま
し
た
。

文化財課
　　　長江　真和

弥七田織部の焼かれた歴史
弥
や
七
しち
田
だ
古窯跡試掘調査

　市は、織部焼で名高い「弥七田織部」の焼かれた窯・弥七田古窯を調査しました。
　今回明らかになった窯跡や焼物にまつわる歴史を知って
　身近な人たちにも話してみませんか。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　問合先　文化財課

可児市

大萱古窯跡群

調査の様子
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替
え
る
の
は
珍
し
い
事
例
で
す
。
器
を

焼
く
際
に
必
要
な
施
設
が
そ
ろ
っ
て
い

た
り
、
１
号
窯
の
跡
地
の
傾
斜
が
新
し

い
窯
を
造
る
の
に
利
用
し
や
す
い
な
ど
、

良
い
条
件
が
そ
ろ
っ
て
い
た
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　

１
号
窯
の
跡
は
２
号
窯
に
覆
わ
れ
て
い
た

た
め
、
良
好
な
状
態
で
残
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
こ
の
た
め
、
出
土
遺
物
や
柱
（
狭さ

間ま

柱
）
の
構
造
に
つ
い
て
、
た
く
さ
ん
の

発
見
が
あ
り
ま
し
た
。

●
他
の
窯
と
違
っ
て
い
る
点
は
あ
り
ま
し
た

か
長
）
円
形
と
四
角
形
の
２
種
類
の
柱
が
使
わ

れ
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
狭
間

柱
は
、
歴
史
的
に
は
円
形
か
ら
四
角
形
に

移
行
し
て
い
く
の
で
す
が
、
今
回
の
よ
う

に
形
の
違
う
柱
が
混
在
し
て
い
る
構
造

は
、
他
に
例
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

元
屋
敷
古
窯
（
土
岐
市
）
以
降
、
各
地
で

様
々
な
構
造
の
窯
に
発
展
し
て
い
く
の

で
す
が
、
そ
の
模
索
の
時
期
に
当
た
る
窯

だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

●
ど
う
い
っ
た
も
の
が
焼
か
れ
て
い
た
の
で

し
ょ
う
か

長
）
鉄
釉
や
長
石
釉
の
碗
の
破
片
が
多
く
出

土
し
ま
し
た
。
２
種
類
の
う
わ
ぐ
す
り
を

か
け
る
な
ど
、
ひ
と
手
間
か
け
た
高
級
志

向
の
製
品
が
多
い
と
い
う
印
象
で
す
。

　

ま
た
、
出
土
し
た
遺
物
か
ら
「

」「
千
」

の
窯
記
号
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。
先
に
牟

田
洞
古
窯
跡
、
窯
下
古
窯
跡
で
出
土
し
た

も
の
と
共
通
す
る
記
号
で
、
同
じ
集
団
が

関
わ
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

●
窯
の
周
辺
で
、
陶
工
た
ち
が
生
活
し
て
い

た
の
で
し
ょ
う
か

長
）屋
敷
跡（
生
活
す
る
場
所
）や
工
房
跡（
陶

器
を
作
っ
た
り
、製
品
を
選
別
す
る
場
所
）

は
見
つ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

陶
工
な
ど
、
関
係
者
は
窯
の
近
く
に
住
ん

で
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
も
し

か
す
る
と
離
れ
て
い
た
場
所
に
住
ん
で

い
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
窯
を
会
社
だ
と

考
え
る
と
、
現
代
の
私
た
ち
と
同
じ
よ
う

に
通
勤
生
活
を
送
っ
て
い
た
可
能
性
も

あ
り
ま
す
ね
。

●
今
後
の
予
定
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い

長
）
柱
の
形
を
は
じ
め
、
弥
七
田
古
窯
は
同

時
期
の
窯
跡
と
は
異
な
る
構
造
を
し
て

い
ま
す
。
こ
の
た
め
構
造
の
全
体
像
が
推

定
し
づ
ら
く
、各
部
屋
の
出
入
口
の
位
置
、

煙
出
し
部
分
の
構
造
、
全
体
の
形
な
ど
不

明
な
点
が
多
く
残
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
の
追
加
調
査
に
よ
っ
て
こ
れ
ら
の
点

が
明
ら
か
に
な
れ
ば
、
窯
や
焼
物
の
発
展

の
過
程
が
分
か
っ
て
く
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

　

い
つ
か
、
当
時
の
陶
工
が
、
こ
の
弥
七
田

古
窯
を
介
し
て
可
児
市
と
ど
の
よ
う
に

関
わ
っ
て
い
た
の
か
分
か
る
よ
う
な
発

見
が
あ
る
と
い
い
で
す
ね
。

　

市
は
、
牟
田
洞
古
窯
跡
、
窯
下
古
窯

跡
と
と
も
に
大
萱
古
窯
跡
群
と
し
て
来

年
度
以
降
の
国
史
跡
指
定
を
目
指
し
、

出
土
し
た
遺
物
の
整
理
や
報
告
書
作
成

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

連
房
式
登
窯
と
は

　

朝
鮮
か
ら
唐
津
に
技
術
が
伝
わ
り
、

土
岐
の
元
屋
敷
古
窯
で
最
初
に
築
か
れ

ま
す
。
そ
の
後
、
美
濃
や
尾
張
（
瀬
戸
）

に
広
ま
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

燃焼室でおこされた炎は、部屋
の境の下方に開けられた穴を通
り、部屋を順番に伝わっていく。

複数の部屋がつながっている。
部屋ごとに出入口があり、製品
を出し入れできる。

狭間柱
ガスや炎を上の部屋に導く通炎
穴にある柱。

四角形の柱

うわぐすりを２度かけて焼いて
います。この工程により、多
彩な色合いを表現しています。

出土遺物に見られる窯記号（左は「 」、
右は「千」）。

円形の柱
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2号窯
一次床面

2号窯
一次床面

2号窯
二次床面

1号窯床面

側壁

10ｍ 5ｍ 0ｍ

5ｍ

0ｍ

製品を焼く部屋②

製品を焼く部屋①

製品を焼く部屋③

製品を焼く部屋④

製品を焼く部屋⑤

製品を焼く部屋⑥

製品を焼く部屋⑦

製品を焼く部屋は
少なくとも
７室以上

１号窯の上に
２号窯が造られて
いました

１号
窯

２号
窯

床面には焼台や
角・丸形の柱が
あります

露出した狭間柱を
発見

天井支柱

狭間柱

焼台（跡）

１号窯床面

２号窯一次床面

２号窯二次床面

平

面

図

断

面

図

400年前の窯を見てみよう
弥七田古窯跡
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　織部は古田織部の意匠を反映した焼物と言わ
れており、土岐市の元屋敷古窯で初めて焼かれ
たと考えられています。織部はそれ以前の焼物
と異なり、さまざまな形、絵柄や釉薬などの多
彩な色彩をもった焼物です。
　博多の商人である神

かみ

谷
や

宗
そう

湛
たん

の茶会記の中で、
ヒヅミがみられる茶碗を「ヘウゲモノ（ひょう
きんなもの）」と表現しており、これは織部焼と
考えられています。
　織部は技法などにより青織部、赤織部、鳴海
織部などがあります。焼かれたのは江戸時代で
すが、安土桃山文化の影響を色濃く受けた焼物
と思われます。古田織部の没後、織部焼は姿を
消したため、焼かれた期間はわずか 20年程度
でした。

華やかな国産陶器が登場します。

筆で絵を描き、形に「ユガミ」「ヒヅミ」が
みられるなど、作為的な意匠が多くみられる
ようになります。

鉄釉を全体にかけ、焼いて

いる最中に引き出して急冷

させた茶碗です。

草木の灰などを使用した釉

薬をかけています。緑の釉薬

を部分的に用いたり、線刻で

絵を描いたりします。

長石を使用した釉薬をかけ

た日本初の白い焼物です。

筆で下絵を初めて描きまし

た。

文様を描く部分のみ銅緑釉

をかけないようにし、文様

部分に長石釉をかけ分けて

います。

鉄釉をかけ、作為的に歪ま

せています。窓（側面の釉

をかけない部分）を空け、

文様を描いたりします。

赤土を用いて、白泥と鉄釉

で文様を描いています。

型を使って作られており、

赤土と白土を用いています。

複数の釉薬のかけ分けによ

り、多彩な文様を表現して

います。

型を使うことで四角い器を

作れるようになったほか、

量産も可能になりました。

青織部

瀬戸黒

志野

織部

黄瀬戸

織部とは 美濃桃山陶の種類と変遷

黒織部

鳴海織部

赤織部

弥七田織部 弥七田織部

　
　
安
土
桃
山
時
代
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
江
戸
時
代
初
期

今回掲載した焼物の一部は、可児郷土
歴史館で見ることができます。
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住みよいまちづくりに
尽くされた人たち

市功労者表彰

市は、11月３日（祝）に総合会館で、市政発展のために多年尽くされた人、

ほかの模範となる行いをされた人など８部門35人と６団体の栄誉を称え、

表彰状を贈呈しました。
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功
労
者
の
皆
さ
ん
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

　
社
会
福
祉
功
労

吉
見　

庄
司

　

多
年
民
生
委
員
児
童
委
員
と
し
て
民

生
の
安
定
と
児
童
福
祉
の
向
上
に
貢
献

三
宅　

正
彦

吉
田　

猛
志

　

多
年
保
護
司
と
し
て
地
域
社
会
の
更

生
善
導
と
犯
罪
防
止
に
尽
力

安
藤　

美
喜
子

松
前　

寛

　

多
年
可
児
市
健
友
連
合
会
役
員
と
し

て
高
齢
者
の
生
き
が
い
と
健
康
づ
く
り

に
尽
力

長
谷
川　

邦
昭

　

多
年
岐
阜
県
身
体
障
害
者
福
祉
協
会

可
児
支
部
役
員
と
し
て
障
が
い
者
福
祉

の
向
上
に
貢
献

河
合　

竹
乃

鈴
木　

た
づ
子

　

多
年
可
児
市
あ
ん
し
ん
介
護
パ
ー
ト

ナ
ー
と
し
て
介
護
保
険
施
設
利
用
者
の

要
望
な
ど
の
解
決
に
尽
力

林　

昭
惠

林　

保
子

田
中　

滿
里
子

鈴
木　

冨
喜
枝

　

多
年
可
児
市
赤
十
字
奉
仕
団
役
員
な

ど
と
し
て
人
道
的
な
諸
活
動
に
尽
力

ピ
ア
ニ
ッ
シ
モ

　

多
年
福
祉
施
設
な
ど
で
演
奏
会
な
ど
の

開
催
を
通
し
て
地
域
福
祉
の
向
上
に
貢
献

可
児
翔
年
倶
楽
部

　

多
年
市
内
各
所
に
お
け
る
清
掃
活
動
な

ど
を
通
し
て
地
域
福
祉
の
向
上
に
貢
献

可
児
市
二
胡
の
会

　

多
年
福
祉
施
設
な
ど
で
演
奏
会
な
ど
の

開
催
を
通
し
て
地
域
福
祉
の
向
上
に
貢
献

　
教
育
・
体
育
功
労

福
田　

昌
弘

安
田　

紘
治

　

多
年
可
児
市
宮
太
鼓
保
存
会
役
員
と

し
て
伝
統
文
化
の
継
承
に
貢
献

森
田　

三
郎

　

多
年
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
可
児
第
一
団
役

員
と
し
て
青
少
年
の
健
全
育
成
に
貢
献

井
川　

利
憲

　

多
年
子
ど
も
会
育
成
協
議
会
役
員
と

し
て
会
の
発
展
と
児
童
生
徒
の
健
全
育

成
に
貢
献

奥
村　

四
郎

福
井　

美
佐
子

　

多
年
可
児
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
お

よ
び
ス
ポ
ー
ツ
普
及
員
と
し
て
体
育
振

興
と
市
民
の
体
力
増
進
に
貢
献

青
木
会

　

多
年
文
化
財
の
清
掃
活
動
を
通
し
て

そ
の
保
護
お
よ
び
継
承
に
貢
献

　
産
業
功
労

大
竹　

勇
夫

　

多
年
可
児
商
工
会
議
所
常
議
員
な
ど

と
し
て
商
工
業
の
支
援
振
興
を
通
じ
た

地
域
の
発
展
に
貢
献

　
保
健
衛
生
功
労

浅
野　

靖

　

多
年
地
域
の
学
校
医
と
し
て
市
民
の

健
康
保
持
お
よ
び
増
進
に
貢
献

岩
田　

榮
一

　

多
年
可
児
歯
科
医
師
会
役
員
な
ら
び

に
地
域
の
学
校
歯
科
医
と
し
て
市
民
の

健
康
保
持
お
よ
び
増
進
に
貢
献

髙
木　

芳
和

　

多
年
可
茂
食
品
衛
生
協
会
役
員
と
し

て
食
品
衛
生
の
啓
蒙
普
及
に
尽
力

鈴
木　

喜
司
子

　

多
年
可
児
市
健
康
づ
く
り
運
動
普
及

推
進
協
議
会
会
長
な
ど
と
し
て
市
民
の

健
康
保
持
お
よ
び
増
進
に
貢
献

　
公
共
事
務
功
労

鵜
飼　

暉

　

多
年
可
児
市
固
定
資
産
評
価
審
査
委

員
と
し
て
税
務
行
政
の
推
進
に
貢
献

小
澤　

修
二

奥
村　

茂
明

森
川　

貢
二

水
野　

芳
男

奥
村　

利
彦

　

多
年
可
児
市
消
防
団
の
要
職
を
歴
任

し
市
民
の
生
命
財
産
の
確
保
お
よ
び
防

災
意
識
の
高
揚
に
貢
献

水
野　

嘉
夫

　

多
年
行
政
相
談
委
員
と
し
て
行
政

サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
市
民
の
要
望
や
苦

情
の
解
決
に
尽
力

久
野　

直
美

　

多
年
介
護
認
定
審
査
会
委
員
と
し
て

市
民
の
保
健
医
療
お
よ
び
福
祉
の
向
上

に
貢
献

　
多
額
の
金
品
を
寄
附

加
藤　

孝
造
（
名
誉
市
民
）

呉
本　

勝
男

株
式
会
社　

加
藤
製
作
所

　

多
額
の
浄
財
を
寄
附
し
市
民
福
祉
の

向
上
に
寄
与

　
そ
の
他
の
功
労

故　

高
橋　

知
久

　

多
年
鳩
吹
山
を
緑
に
す
る
会
会
長
な

ど
と
し
て
市
民
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
意
識

を
醸
成
さ
せ
る
な
ど
多
方
面
に
わ
た
り

市
政
発
展
に
貢
献

　
奨
励
賞

川
畑　

庄

　

第
28
・
29
回
全
国
男
子
中
学
生
ウ
エ

イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
競
技
選
手
権
大
会

連
覇

可
児
市
消
防
団
第
３
分
団
第
１
部

　

第
64
回
岐
阜
県
消
防
操
法
大
会
に
お
い

て
市
制
施
行
後
最
高
と
な
る
５
位
入
賞

問
合
先　

秘
書
課
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お酒の味わいは、造られる土地の水や、その土地のお米から作りだされ

るものです。その土地がお酒のふるさとであり、味わうことはそのふるさ

との土地を楽しむこと。そんな「ふるさとのおいしいお酒」を取り扱って、

祖父の代から80年間、土田で商売をしています。

いじめ防止には強く関心を持っていて、店の掲示物で告知をしたり、配

達が通学時間と重なるときには、学校の近くを通って子どもたちの様子を

見守ったりしています。

子どもたちと関わるなかで感じることは、子どもたちは場所によって見

える姿が全然違うということです。子どもたちの間に入っていかなければ、いじめはなかなか見えてきません。

いじめを含め、さまざまな問題を防止するには、やはり地域の見守りが大切です。子どもを持つ親が意識や知識を

持つとともに、周りの環境を整えていくことが大事だと思います。

問合先　人づくり課

問合先　収納課

●はっとり酒店（土田）

このコーナーでは、子どもへの声かけや見守りなど、いじめ防止につながる
取り組みをしていただいている事業所や団体を紹介しています。

わたしたちが子どもたちを見守りますわたしたちが子どもたちを見守ります
いじめを 止 vol.9防

問合先　人づくり課

いじめ防止協力事業所
・

団体は随時募集中です
。

財源と市民負担の公平性を確保

・納付がない場合、未納の状況に応じて、督促状の送付や財産の差し
押さえ、裁判手続きによる強制徴収などを行います。
・納付が困難な場合に、徴収の停止や履行期限の延長を行います。
・滞納者情報について、必要なものに限定し、市の所管課間で共有し
ます。

市の債権を適正に管理し、滞納額の縮減を図るために債権管理条例を制定し、平成28年１月１日から施行します。

・市が取り扱うすべての債権（金銭債権）を対象とします。 ・規定の明確化による、滞納債権の回収の
強化
・所管課間の滞納者情報の共有による、効
率的な納付指導や徴収

やむを得ない事情により納付が困難な場
合は、分割での納付や履行期限の延長など
の手続きを行える場合があります。納付に
ついてお困りのことがありましたら、速や
かに各担当課にご相談ください。
市民の皆さんと市で、共通の相互認識の
もとで、滞納を早期に解消していくための
方策を見つけていきましょう。

条例の主な内容 施行により期待される効果

納付が困難な場合は、すみやかに納付相談を

「可児市債権管理条例」を施行します

○市税・国民健康保険税
　滞納処分により強制徴収できる債権
○強制徴収公債権
　地方税の滞納処分の例により強制徴収できる債権
　（介護保険料、保育園保育料、下水道使用料など）
○非強制徴収公債権
　強制徴収公債権以外で裁判手続きによる強制徴収が必要な債権
　（児童手当・児童扶養手当返還金など）
○私債権
契約などに基づいて発生し、裁判手続きによる強制徴収が必要
な債権（水道料金、学校給食費、市営住宅使用料など）
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Vol.43

今回の特集でも紹介した弥七田織部の一つに青織部梅樹絵菊形皿

があります。

大胆で勢いのある梅の枝に、梅のつぼみや花を赤い釉薬を使って

表現し、彩りを添えています。たらし掛けした銅緑釉が菊形にたまり、

変化に富んだ画面に仕上げられています。弥七田織部の特徴でもあ

る薄作りや、精妙な筆使いなども見どころです。

可児郷土歴史館には、他にも多数の美濃桃山陶が展示されていま

す。それらの陶器が作られていた当時に、思いを巡らせてみてはい

かがでしょうか。

美濃桃山陶の逸品

青
あ お

織
お り

部
べ

梅
ば い じ ゅ

樹絵
え

菊
き く が た さ ら

形皿

 問合先　可児郷土歴史館　☎64０２１１

災害時でも、いつものメニュー

Vol.16

問合先　防災安全課

地震に対する備えとして、食料を備蓄しておくことはとても大切です。大規模な震災の場合に備え、１週間分
の食料を備蓄しておきましょう。
備蓄する食料は、缶詰や防災用の保存食に限る必要はありません。普段購入している乾物や発酵食料、お菓子

など保存性の高い食料を少し多めに買い置きしておきましょう。そして、消費した分を買い足すようにし、常に
新しい食料を備蓄するようにします。
食料の買い置きには冷蔵庫も活用できます。冷凍庫に

もごはんや食パン、野菜、冷凍食料などを備蓄しておき
ましょう。普段から食べているものが災害時の食卓に並
ぶと、安心して食事をすることができます。
震災時、電気やガスが止まってしまった場合でも、カ

セットコンロがあれば温かい食べ物を食べられます。ボ
ンベを６本程度用意しておけば、１週間は安心です。
今回紹介したことを参考に、各家庭で食料の備蓄につ

いて工夫し、災害に備えましょう。
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すくすく育て可児っ子

Vol.9
残りものの焼き鮭で作る
鮭チーズおやき

問合先　健康増進課

【栄養成分（１人当たり）】
エネルギー:310kcal　たんぱく質:10.5g
カルシウム:103mg

【作り方】
①焼き鮭を細かくほぐす（鮭フレークでも代用可）。

②材料全てをさっくり混ぜ、小判型に形を整える。

③フライパンで焼く。 コメント・ポイント

　シラスやネギなど、具はその時々でご家庭にあ
るものを利用するとよいでしょう。

【材料（２～３人分）】

ごはん ……………………………………………茶碗２杯

焼き鮭 ……………………………………………… 30ｇ

塩昆布 ……………………………………………… 10ｇ

ピザ用チーズ ………………………………大さじ２～３

ゴマ ………………………………………………小さじ２

県は11月から、18歳未満の子どもが３人以上いる世帯を対象に「ぎふっこカードプラス」の交付を開始しました。
カードを県内の協力店舗で提示すると、割引などのサービスを受けることができます。

対　象　者 県内在住で18歳未満の子どもが３人以上いる世
帯と、３人目の子どもを妊娠中の人がいる世帯

必要書類 ・本人確認書類（保険証、運転免許証など）
・18歳未満の子どもが３人以上いることが確認
できる書類（保険証、母子健康手帳など）

申込方法 申請書に必要事項を記入し、こども課または各
連絡所で申し込む

Vol.19

多子世帯応援カード「ぎふっこカードプラス」

 問合先　こども課

　

※詳しくは、県ホームページ「ぎふ子育て応援団」をご覧く
ださい。
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「
保
護
司
」
と
い
う
名
称
を
ご
存
じ

で
し
ょ
う
か
。
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
を

受
け
、
非
行
や
罪
を
犯
し
た
人
た
ち
の

生
活
や
就
労
を
手
助
け
し
、
社
会
復
帰

を
応
援
す
る
方
た
ち
で
す
。
可
児
保
護

区
（
可
児
市
と
御
嵩
町
）
で
は
、
現
在

29
人
の
方
が
活
動
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

犯
罪
と
い
う
背
景
で
、
保
護
司
さ
ん

た
ち
の
活
動
が
、特
異
性
を
帯
び
ま
す
。

真
面
目
に
更
生
に
向
か
っ
て
い
る
と
信

じ
て
い
た
人
が
、
再
犯
し
た
事
を
知
っ

た
と
き
の
落
胆
。
家
族
の
も
と
に
帰
る

こ
と
を
望
ん
で
い
る
服
役
者
を
、
涙
な

が
ら
に
拒
む
家
族
の
切
な
さ
。一
方
で
、

過
去
に
保
護
観
察
と
な
っ
た
少
年
が
、

立
派
に
社
会
人
と
な
っ
て
報
告
に
来
て

く
れ
た
と
き
の
喜
び
。
彼
女
と
思
し
き

女
性
と
楽
し
そ
う
に
語
ら
っ
て
い
る
姿

を
見
か
け
る
と
、
照
れ
く
さ
そ
う
に
微

笑
ん
で
く
れ
た
姿
に
、
込
み
上
げ
て
く

る
安
心
感
。落
胆
と
喜
び
が
交
錯
し
て
、

保
護
司
の
皆
さ
ん
の
働
き
甲
斐
と
な
っ

て
い
ま
す
。

ど
ん
な
人
に
も
そ
の
人
権
を
大
切
に

し
て
、
幸
せ
に
な
っ
て
欲
し
い
と
い
う

思
い
と
、
そ
の
こ
と
が
社
会
全
体
の

安
全
と
安
心
に
つ
な
が
る
と
い
う
信
念

が
、
保
護
司
さ
ん
た
ち
の
活
動
の
源
で

す
。
無
職
の
人
の
再
犯
率
が
、
有
職
者

の
4
倍
と
い
う
現
実
も
あ
り
ま
す
。
そ

こ
で
、
立
ち
直
り
に
協
力
す
る
「
協
力

雇
用
主
」
の
開
拓
を
重
点
的
に
進
め
た

結
果
、
当
初
４
事
業
所
だ
け
だ
っ
た
の

が
、
37
事
業
所
ま
で
増
え
ま
し
た
。
ま

た
、
更
生
保
護
に
携
わ
る
人
た
ち
と
の

情
報
交
換
の
場
「
ひ
ま
わ
り
相
談
室
」

の
運
営
や
、
い
じ
め
防
止
協
力
団
体
に

登
録
い
た
だ
く
な
ど
、
行
政
、
地
域
、

学
校
な
ど
と
の
連
携
を
積
極
的
に
と
ら

れ
て
い
ま
す
。

長
年
の
功
績
で
法
務
大
臣
表
彰
を
受

賞
さ
れ
た
可
児
保
護
区
保
護
司
会
会
長

の
飯
田
好
明
さ
ん
は
、「
私
個
人
で
は

な
く
、
会
の
活
動
に
対
し
て
い
た
だ
い

た
も
の
と
思
っ
て
い
ま
す
。
保
護
司
の

活
動
は
、
地
味
で
目
立
た
な
い
も
の
で

す
が
、
保
護
観
察
対
象
者
と
心
を
通
わ

せ
る
こ
と
も
あ
り
、
や
り
が
い
を
感
じ

て
い
ま
す
。定
期
的
に
研
修
会
を
開
き
、

保
護
観
察
に
必
要
な
知
識
や
情
報
共
有

に
努
め
て
い
ま
す
」
と
謙
虚
な
が
ら
熱

意
を
も
っ
て
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

保
護
司
の
皆
さ
ん
の
心
の
支
え
は
、

受
け
持
っ
た
保
護
観
察
対
象
者
の
更

生
、
社
会
復
帰
で
す
。
と
同
時
に
、
雇

用
主
と
し
て
の
企
業
の
協
力
、
保
護
司

と
い
う
活
動
に
対
す
る
地
域
の
理
解

が
、
と
て
も
大
切
な
要
素
で
す
。
イ

ベ
ン
ト
会
場
な
ど
で
保
護
司
の
皆
さ
ん

の
活
動
を
見
か
け
ら
れ
ま
し
た
ら
、
市

民
の
皆
さ
ん
の
お
立
ち
寄
り
や
励
ま
し

を
、
ぜ
ひ
お
願
い
し
ま
す
。
そ
の
こ
と

が
、
誰
も
が
感
じ
ら
れ
る
「
住
み
ご
こ

ち
一
番
・
可
児
」
に
つ
な
が
る
の
で
す

か
ら
。

市
民
の
皆
さ
ん
も
保
護
司
さ
ん
の
力
に

よ
う
こ
そ！

市
長
室
へ

よ
う
こ
そ！

市
長
室
へ
31

保護観察終了者の再犯率

無職者
28.1%

有職者
7.6%

「約４倍」

出典：平成21年～ 25年　保護統計年報

研修会の様子
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新年新春百人一首・かるた会

グリーンショップかものう出張販売

新しく入った本

展示のご案内（本館）

図書館講座「本の修理実習」

図書館だより
図書館本館（広見） ☎625120
帷子分館 ☎658530
桜ケ丘分館 ☎643473

12月11日（金）～12日（土）は、図書館
本館の行事のため、学習室を使用できません。

可児市人権啓発センター・人づくり課合同
人権展（人づくり課、人権啓発センター）
期間　12月13日（日）まで
芥川賞作家『又吉直樹』の読書案内展（図書館）
期間　12月16日（水）～27日（日）
又吉直樹の著作「第２図書係補佐」（幻冬舎）
を参考に、又吉直樹おすすめの本を紹介します。

期日　12月11日（金）
時間　午後１時～３時
場所　図書館本館
講師　田中稔さん（製本業者）
定員　10人（先着順）
図書館の本を修理していただけるボラン

ティアを募集中です。実習を受けて、修理
ボランティアになってみませんか？

県立加茂農林高校との連携事業で、鉢花の
販売を行います。
期日　1月9日（土）
時間　午前10時～正午
場所　図書館本館
内容　鉢花（シンビジウムなど）の販売、
園芸関連図書の展示

販売者　加茂農林高等学校流通科学科

初心者・経験者に分かれてゲームをします。
期日　1月16日（土）
時間　午前9時30分～11時30分
場所　広見公民館ゆとりピア
参加費　無料
申込開始　1月5日（火）

「水
すいきょう

鏡推理」 松岡圭祐/著（講談社）
「『いじめ』をめぐる物語」
 荻

おぎわら

原浩ほか/著（朝日新聞出版）
「本屋って何？」
 稲葉茂

しげかつ

勝 /文　秋田喜代美/監修（ミネルヴァ書房）

「テレビを発明した少年」
 キャスリーン・クルル/文
 グレッグ・カウチ/絵　渋谷弘子/訳（さ・え・ら書房）
「透視絵図鑑なかみのしくみ　のりもの」
 こどもくらぶ/編さん（六耀社）

放送
時刻

月～金曜日　7:00・12:00・17:00・19:00・21:00
土・日曜日　7:00・12:00・19:00・21:00

もう一度確認を！災害時の情報収集

専用電話番号  ☎ 0574 62 1548
　防災無線で放送された内容を放送後
に電話で確認することができます。
※通話料金が必要です。
※防災無線放送後、24時間経過すると消去されます。

「防災無線」電話で確認サービス
登録方法はコチラ　あらかじめ登録した携

帯電話などのメールアド
レスに、災害や気象に関す
る情報を配信します。その
ほか、暮らしに役立つ市政
情報も配信しています。

すぐメールかに

いきいきマイタウン 可児市役所からこんにちは

おはよう可児市役所　月～金曜日　8:00～
発見！可児の魅力　毎週土曜日　10:00～

ケーブルテレビ可児で ＦＭららで

広報番組のお知らせ

12/5（土）～ 11（金）
ようこそ ! 市長室へ
12/12（土）～ 18（金）
好きなのはカニダー
12/19（土）～ 25（金）
簡単！山ごはんレシピ
Ｋルートで行こう！
12/26（土）～ 31（木）
可児市この一年

12/3（木）  11:20 ～
ようこそ ! 市長室へ
12/10（木）  11:20 ～
可児市ふるさと広報大使塚本明里の「あかりぃ話」
12/17（木）  11:20 ～
家屋の取り壊し、償却資産の申告
12/24（木）  11:20 ～
可児市ふるさと広報大使塚本明里の「あかりぃ話」

本館　火～金　午前10時～午後７時
　　　土日祝　午前10時～午後５時
帷子・桜ケ丘分館　午前９時～午後５時

開館
時間

本館・分館共通
毎週月曜日
年末年始（12月28日（月）～１月４日（月））

休館日

【
一
般
書
】

【
児
童
書
】

今日からあなたも、
投稿者。

全国初、市民行政一体型フェイ
スブック「かにすき」では、市民
と市職員が投稿者となって市の魅
力を発信しています。
可児を愛するあなた。投稿者と
してイベントや子育て、おすすめ
スポットなど、可児の情報をみん
なに発信しませんか。

かにすき　可児 検索

可児市ふるさと広報大使
塚本明里さん

投
稿
希
望
者
は
こ
ち
ら
！
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記念冊子「オーイしんちゃん」

好評発売中！



コウノ
トリ

　市は、高齢者による主体的な健康・生きがい
づくりに取り組んでいます。
　今年度、市の介護予防体操として「Ｋ（ケイ）
体操」を考案しました。「簡単」「健康」「可児」
の頭文字をとったＫ体操は、誰でもできる簡単な
体操です。
　10月18日に文化創造センター・アーラで開
催した健康フェアではＫ体操の体験会を行いまし
た。肩を回したり膝を伸ばしたりする身体の運動
のほか、合図に合わせて動きを変えるなど脳を
活性化させる運動もあり、参加者はゲーム感覚で
楽しみながら身体を動かすことができました。

K体操に取り組む参加者

802
2015年12月１日号

「広報かに」12 月１日号、１部当たりの
印刷費は約9.37 円（税込）です。

広報かには環境にやさしい再生紙を使用しています。
植物油インキで印刷されています。

市の人口　101,042人	（男／50,034人　女／51,008人）　世帯数　40,065世帯（11月１日現在）
	 （前月より82人増、72世帯増、昨年同月より106人増、470世帯増）

250

国の特別天然記念物の渡り鳥・コウノトリが飛来しました。
可児市の自然が気に入ったのでしょうか、くつろいだ様子を
見せています。
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